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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　51,911人（△37） 

　男　　24,317人（△17） 

　女　　27,594人（△20） 

世帯数　22,488　（△11） 
11月1日現在 （　）は前月比 

「韓国南原市立国楽団日置市公演」 
　会場となった美山窯元祭りおよび伊集

院文化会館を訪れた観客は、韓国南原市

立国楽団による華麗な舞踊、澄んだ歌声

に酔いしれました。 

（「音楽に魅了され涙する観客も」 

P17関連記事） 
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話
し
合
い
活
動
で
融
和
に
満
ち
た
活
力
あ
る
地
域 

飯
牟
礼
地
区
公
民
館
（
伊
集
院
地
域
） 

▲伝統の棒踊り

▲榎園晃館長

▲地域内を探検中（ふるさと水土里の探検隊）

▲校区一周登山駅伝大会

自
治
会
（
飯
牟
礼
下
、
腰
、
善

福
、
飯
牟
礼
上
、
飯
牟
礼
中
、

古
城
、
恋
之
原
）
で
構
成
さ
れ
る
飯

牟
礼
地
区
公
民
館
。
地
区
内
に
は
、

分
譲
住
宅
や
公
営
住
宅
な
ど
も
建
ち

並
び
児
童
数
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
増

え
て
い
ま
す
。 

　
地
区
の
行
事
な
ど
は
、
各
専
門
部

を
中
心
に
そ
の
都
度
話
し
合
い
を
重

ね
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。 

統
芸
能
と
し
て
は
、
棒
踊
り
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
飯
牟
礼

下
（
鎌
踊
り
）、
飯
牟
礼
中
（
棒
踊
り
）、

飯
牟
礼
上
（
虚
無
僧
）
の
三
集
落
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
中
・
高
生
や
青
壮
年

が
毎
年
、
五
月
五
日
に
熊
野
神
社
に 

五
穀
豊
穣
や
家
内
招
福
を
祈
願
し
て

奉
納
さ
れ
ま
す
。 

月
に
は
、「
ふ
る
さ
と
水
土
里
（
み

ど
り
）
の
探
検
隊
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
地
域
を
歴
史
、
文
化
、
環

境
な
ど
の
面
か
ら
資
源
や
問
題
点
を

見
つ
け
よ
う
と
実
施
し
た
も
の
で
、

当
日
は
、
地
区
内
の
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
約
百
五
十
人
が
参
加
、
七

班
に
分
か
れ
て
歩
き
な
が
ら
地
域
内

の
「
良
い
と
こ
ろ
」
や
「
悪
い
と
こ

ろ
」
を
点
検
し
探
検
マ
ッ
プ
を
作
成

し
ま
し
た
。 

地
区
内
の
交
流
を
図
ろ
う
と
毎

年
、
三
世
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
実
施
。
今
年
は
、
八
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
校
区
一
周
登
山
駅
伝
大
会
は
今
年

で
四
十
回
目
。
こ
の
伝
統
あ
る
駅
伝

大
会
は
、
毎
年
一
月
の
第
三
日
曜
日

に
開
催
さ
れ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。 

　
敬
老
会
も
地
区
全
体
で
飯
牟
礼
小

学
校
の
体
育
館
で
開
催
。
当
日
は
、

準
備
か
ら
司
会
ま
で
子
ど
も
た
ち
が

担
当
し
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。 

成
十
八
年
に
は
、
地
域
活
性
化

や
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
地
元
の
農
産
物
販

売
所
「
ふ
れ
あ
い
館
」
が
オ
ー
プ
ン
、

大
勢
の
方
が
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
求

め
て
訪
れ
ま
す
。 

か
ら
飯
牟
礼
地
区
は
、
ま
と
ま

り
が
あ
り
、
小
学
校
と
公
民
館

活
動
の
交
流
を
軸
に
全
員
が
協
力
し

合
う
体
制
が
伝
統
的
に
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
教

育
、
文
化
、
福
祉
、
産
業
の
振
興
を

図
り
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め

た
い
で
す
。 

七 伝 

八 

地 

平
　
　 

昔 

市の面積　253.06㎞2

飯牟礼地区公民館 
（伊集院地域） 

　
伊
集
院
駅
か
ら
南
へ
約
三
㌔
㍍

に
位
置
す
る
飯
牟
礼
地
区
は
七
自

治
会
で
構
成
さ
れ
、
平
成
二
十
一

年
十
一
月
一
日
現
在
で
四
百
四
十

一
世
帯
千
百
四
人
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。 

　
飯
牟
礼
台
地
の
ほ
と
ん
ど
は
茶

畑
で
、
四
季
を
通
し
て
緑
が
美
し

く
、
東
部
に
は
、
遠
く
桜
島
が
望

ま
れ
、
騒
音
の
無
い
空
気
の
き
れ

い
な
地
域
で
住
環
境
と
し
て
、
と

て
も
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

今月の 
表　紙 

い
い
　
む
　
れ 

なもんし 



　
二
年
後
の
七
月
、
す
べ
て
の
テ
レ
ビ
は
変
わ
り
ま
す
。 

　
生
活
の
中
で
最
も
身
近
な
「
テ
レ
ビ
」
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
、
今
ま
で
に
な
い
、
多
様
で
高
度
な
放
送
サ
ー
ビ
ス
が

実
現
し
ま
す
。 

　
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
高
画
質
・
高
音
質
に
加
え
て
、

い
つ
で
も
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
を
見
ら
れ
る
便
利
な
デ
ー
タ

放
送
や
電
子
番
組
ガ
イ
ド
、
ク
イ
ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
双

方
向
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
は
で
き
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
し

ま
す
。 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
テ
レ
ビ
ま
た
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
の
場
合
は
ア
ン
テ
ナ
に
つ
な
ぎ
、

設
定
す
る
こ
と
で
視
聴
で
き
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
も
し
く
は
チ
ュ
ー
ナ

ー
内
蔵
の
録
画
機
器
を
接
続
す
る
こ
と
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
の
種
類
に
よ
っ
て
受
信
画
質
や
縦
横
比
が
異

な
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
や
交

換
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
テ
レ
ビ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
は
多
く
の
種

類
が
あ
り
、
価
格
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
最
近
で
は
５
千
円
程

度
の
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
電
気
店
や
家
電
量
販
店
な
ど
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
鹿
児
島
県
で
は
平
成
１８
年
１２
月
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
以

来
、
中
継
局
の
整
備
は
着
実
に
進
み
、
今
年
９
月
末
現
在
で
は
世

帯
の
カ
バ
ー
率
は
約
９１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
応
受
信
機
の
世
帯
普
及
率
は
約
６２
％
（
９
月
末
）
と
国
の

目
標
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。 

　
日
置
市
内
で
も
１０
月
に
吹
上
永
吉
、
１１
月
に
伊
集
院
北
、
１２
月

に
伊
集
院
野
田
、
伊
集
院
東
、
吹
上
北
の
中
継
局
が
順
次
開
局
さ

れ
、
受
信
エ
リ
ア
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
県
内
で
は
山
間
部
が
多
く
、
難
視
地
域
が
各
地
に
点

在
し
、
日
置
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
務
省
で
は
「
地
デ

ジ
が
映
ら
な
い
」「
ど
う
す
れ
ば
受
信
で
き
る
の
か
」
と
い
っ
た
相

談
に
対
応
す
る
た
め
に
窓
口
（
下
部
「
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」）

を
設
置
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
で
の
受
信
状
況
の
調
査
や
自
宅
に

訪
問
し
て
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
に
関
す
る
相
談
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
鹿
児
島
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
鹿
児
島
）
で
は
、
受
信

相
談
に
細
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、
１２
月
に
市
内
各
地
で
無
料
「
地
デ
ジ
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。 

　
①
な
ぜ
地
デ
ジ
に
変
わ
る
の
か 

②
ど
う
し
た
ら
地
デ
ジ
が
見
れ
る
の
か 

③
地
デ

ジ
の
魅
力
や
操
作
方
法 

な
ど
に
つ
い
て
、
お
よ
そ
一
時
間
の
地
デ
ジ
体
験
会
で
す
。 

　
総
務
省
か
ら
別
に
案
内
チ
ラ
シ
も
直
接
、
ご
家
庭
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
都
合
の

よ
い
時
間
帯
、
場
所
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
地
デ
ジ
に
便
乗
し
て
、
架
空
請
求
の
疑
い
が
あ
る
請
求
書
の
送

付
や
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
を
装
っ
た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
関
し
て
、
総
務
省
や
関
係
機

関
、
テ
レ
ビ
局
な
ど
が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の
た
め
の
工

事
案
内
を
行
っ
た
り
、
受
け
付
け
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
お
金
を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
疑
わ
し
い
工
事
や
機
器
購
入
の
勧
誘
を
受
け
た
場
合
や
、
見
に

覚
え
の
な
い
工
事
代
金
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
支

払
わ
ず
、
お
近
く
の
警
察
署
ま
た
は
市
役
所
（
消
費
生
活
相
談
）

な
ど
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

総務省 
地デジコールセンター 

（平日9：00～21：00　　土・日・祝日9：00～18：00） 
http：//www．soumu.go.jp/joho_tsusin/whatsnew/digitai－broad

　総務省には、地上デジタル放送の受信に関する相談窓口があります。「私の家では地デジを見られますか?」「地
デジを見るにはどうすればいいですか?」など、わからないことがあれば電話でお問い合わせください。 

１２
月
に
市
内
各
地
で
地
デ
ジ
説
明
会
を
開
催
 

■地デジ説明会スケジュール 

12/16（水） 

12/16（水） 

12/17（木） 

12/17（木） 

12/17（木） 

12/17（木） 

12/18（金） 

12/18（金） 

12/21（月） 

12/21（月） 

12/21（月） 

12/22（火） 

①10：30 
②14：00
①10：30 
②14：00
①10：30 
②14：00
①10：30 
②14：00

①10：30

①14：00

①10：30 
②14：00
①10：30 
②14：00
①10：30 
②14：00
①10：30 
②14：00
①10：30 
②14：00
①10：30 
②14：00

鶴丸地区公民館 

伊作田地区公民館 

湯田地区公民館 

皆田地区公民館 

上市来地区公民館 

高山地区公民館 

美山自治公民館 

伊集院地区公民館 

飯牟礼地区公民館 

土橋地区公民館 

伊集院北地区公民館 

妙円寺地区公民館 

12/22（火） 

12/22（火） 

12/23（水） 

12/23（水） 

12/23（水） 

12/24（木） 

12/24（木） 

12/24（木） 

12/25（金） 

12/25（金） 

12/25（金） 

12/25（金） 

①10：30 
②14：00

①10：30

①10：30 
②14：00
①10：30 
②14：00
①10：30 
②14：00

①10：30

①14：00

①10：30 
②14：00

①10：30

①14：00

①10：30

①14：00

日吉中央公民館 

住吉地区公民館 

日新地区公民館 

吉利地区公民館 

扇尾地区公民館 

永吉地区公民館 

坊野地区公民館 

吹上中央公民館 

花田地区公民館 

藤元地区公民館 

和田地区公民館 

平鹿倉地区公民館 

会　　場 開催日 時　間 会　　場 開催日 時　間 

電話：0570－07－0101



だまされないで！！ 悪質商法 だまされないで！！ 
　海外宝くじに関する相談が多く寄せられています。過去には購入した事例も発生して
おり、今回は、相談の中から事例を紹介します。 

　商工観光課では、市民が悪質業者による契約ト
ラブルにあわないために自治会や高齢者クラブなど
の団体を対象とした消費生活出張（出前）講座を
行っています。講座は、契約トラブルの事例や対処法、
悪質商法の手口などを紹介しています。 

【消費生活相談窓口】 

本 庁 商 工 観 光 課  
東市来支所地域振興課 
日吉支所地域振興課 
吹上支所地域振興課 

※本庁商工観光課では土・日、
祝日を除く毎週月・水・金曜
日は、消費生活相談員が対応
します。 

273－2111 
274－2111 
292－2111 
296－2111

≪日置市に寄せられた相談事例≫ 
　『あなたは、１等賞金＄1,000,000の当選者となるお

客様として選ばれました』などと記載されているダイレク

トメールが海外から届いた。賞金を受け取るためには、申

込金3,000円が必要で、クレジット決裁する場合はクレジ

ット番号を記入のうえ返送するように書いてある。信用で

きるだろうか。 

　「上場間近と勧誘され購入したが、いまだに上場しない」

などの未公開株のトラブルが再び増加傾向にあります。 

　手口は金融庁や消費生活センターなどをかたり、消費者

を安心させる「公的機関装い型」や高値で買い取りを約束

する「代理購入型」など、複数の者が登場し消費者の投資

欲をあおったり、過去の被害を回復したいという消費者の

心理に付け入るなど、業者の勧誘手口が巧妙化しています。 

　未公開などの販売などを行うことができるのは、当該未

公開株の発行会社や登録を受けた証券会社に限られますので、

その他の者からの勧誘については十分ご注意ください。 

１．購入していない宝くじが当選することはありません! 

　　当然のことですが、ご自分が購入していない宝くじに当選する

ことはありません。高額当選の甘い言葉にだまされないでください。 

２．日本国内で海外宝くじの購入は認められていません! 

　　海外宝くじを日本国内で販売・購入することは刑法で禁止され

ています。違法行為の勧誘は、無視するようにしましょう。 

３．安易に申し込まないようにしましょう! 

　　悪質業者は、海外宝くじの購入手段として、申込書にクレジットカードの番号を記入させる方

法（クレジット決裁）を求めます。国際クレジットで購入してしまった場合、「解約したくても

連絡先が海外になっていて、なかなか解約できず、毎月お金が引き落とされる」と言う場合もあ

り大変危険です。知らない業者には、安易に大事なクレジット番号や個人情報を教えないように

しましょう。 

未公開株のトラブルが増加しています。 

○ 講座実施日時 
　　祝日を除く月・水・金曜日の午前9時から午後4時までの時間帯に実施します。（夜間ま
たは休日などに講座を希望する場合は、事前にご相談ください。） 

○ 講座時間 
　　講座の所要時間は、30分～60分程度です。（ご希望に応じて調整できます。） 
　※啓発用ビデオを併用する場合もあります。 
○ 費　用 
　　講座の費用は無料です。 
○ 申し込み・お問い合わせ先 
　　お申し込みは、ご希望の１カ月前までにお願いします。また、他の団体と申し込みが重複
する場合は、ご希望の日に講座が実施できない場合がありますので、詳しくは、下記までお
問い合わせください。 

　『海外宝くじ』に関する内容の多くは、まるで高額当選
したかのように誤解を招くような文面で勧誘するのが特
徴です。 

本庁　商工観光課 

TEL099－273－2111（内線1233）　FAX099－273－3063



日
置
市
の
国
民
健
康
保
険 

　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、

国
保
）
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
国
保
の
内
容
を
中
心
に
６
回

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
地
区
公
民
館
健
康
づ
く

り
活
動
委
託
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

 

趣
旨
お
よ
び
目
的 

　
健
康
増
進
法
に
よ
る
「
健
康
日
本

２１
」
の
市
町
村
計
画
と
し
て
、
平
成

１９
年
３
月
に
日
置
市
「
元
気
な
市
民

づ
く
り
運
動
」
推
進
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。 

　
実
態
調
査
で
は
、
医
療
費
、
介
護

給
付
費
の
高
騰
、
健
康
意
識
の
低
迷
、

特
に
男
性
の
働
き
盛
り
世
代
に
お
け

る
生
活
習
慣
の
悪
さ
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。 

　
す
べ
て
の
市
民
が
「
生
涯
現
役
で

豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
」
と
い
う
目

的
に
向
か
っ
て
市
民
、
地
域
、
職
場

行
政
な
ど
が
協
働
し
、
一
体
と
な
っ

て
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
か
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。 

　
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
活
動
に
つ

い
て
は
、
地
区
公
民
館
を
中
心
に
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
活
動
を
推
進
、

健
康
意
識
の
向
上
と
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。 

 

委
託
内
容 

　
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
健
康
づ

く
り
活
動
を
地
域
で
話
し
合
い
、
地

域
住
民
参
加
に
よ
る
事
業
を
展
開
し

ま
す
。 

 
　⑴
　健
康
づ
く
り
学
習
活
動 

　⑵
　身
体
活
動
に
関
す
る
活
動 

　⑶
　特
定
健
診
や
が
ん
検
診
等
受
診

率
向
上
に
向
け
て
の
活
動 

　⑷
　地
区
の
健
康
課
題
に
関
す
る
活

動 
 

　
地
域
内
の
健
康
づ
く
り
に
係
る
推

進
員
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
働
き
盛

り
世
代
を
対
象
と
し
た
活
動
を
取
り

入
れ
、
地
域
で
健
康
課
題
や
取
組
み

を
話
し
合
い
ま
す
。 

国
保
事
業
運
営
に
あ
た
り 

　
　
　
　
　
市
か
ら
の
お
願
い 

 

１
　
地
域
の
健
康
づ
く
り
事
業
に
積

極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
２
　
特
定
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

３
　
自
分
の
健
康
に
関
心
を
も
っ
て

く
だ
さ
い
。 

最
後
に 

　
国
保
制
度
を
中
心
に
、
国
保
医
療

費
の
現
状
、
国
保
の
届
け
出
や
手
続

き
、
特
定
健
康
診
査
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
、
保
健
事
業
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。 

　
国
保
制
度
は
、
公
的
医
療
保
険
の

ひ
と
つ
で
、
突
然
の
病
気
や
け
が
の

治
療
に
か
か
る
医
療
費
を
支
出
す
る

助
け
合
い
の
制
度
で
す
。 

　
国
保
税
は
、
加
入
者
の
医
療
費
に

あ
て
ら
れ
る
貴
重
な
財
源
で
す
の
で
、

納
期
内
納
入
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
制
度
や
手
続
き
な
ど
ご
不
明
な
点

は
、
お
気
軽
に
下
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
今
後
も
国
保
事
業
の
運
営
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
第
２３
回
「
健
康
増
進
月
間
」
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
の
標
語
の
部
に
、
本
市

か
ら
２
人
の
入
賞
者
が
あ
り
、
第
１２

回
健
康
づ
く
り
推
進
員
大
会
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
） 

知
事
賞
　
中
学
生
の
部 

大
丈
夫
？ 

　
あ
な
た
を
つ
く
る
　
食
生
活 

土
橋
中
学
校
一
年
　
尾
堂
仁
美 

  

理
事
長
賞
　
一
般
の
部 

健
康
を 

　
大
事
に
し
や
ん
せ
　
よ
か
暮
ら
し 

東
市
来
地
域
　
松
尾
博
文 

問
い
合
わ
せ
先 

本
庁
健
康
保
険
課
　 

℡
0
9
9
‐
2
7
3
‐
2
1
1
1
 

　
　
　
　
　（
内
線
1
1
3
2
） 

東
市
来
支
所
市
民
課 

℡
0
9
9
‐
2
7
4
‐
2
1
1
1 

　
　
　
　
　（
内
線
2
1
3
3
） 

日
吉
支
所
市
民
課 

℡
0
9
9
‐
2
9
2
‐
2
1
1
1
 

　
　
　
　
　（
内
線
3
1
2
6
） 

吹
上
支
所
市
民
課 

℡
0
9
9
‐
2
9
6
‐
2
1
1
1
 

　
　
　
　
　（
内
線
4
1
3
3
） 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ（Non-Profit Organization

）

は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
言
葉
で
、

民
間
の
非
営
利
団
体
の
総
称
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
自
治
会
な
ど
、

収
益
を
目
的
に
し
な
い
で
、
社
会
的

な
使
命
を
目
指
し
て
い
る
団
体
は
全

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
社

会
福
祉
法
人
や
学
校
法
人
も
広
い
意

味
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す

（
概
念
参
照
）。 

　
自
治
会
や
地
区
公
民
館
活
動
へ
の

参
加
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
へ
の
参
加
で

あ
り
、
皆
さ
ん
は
そ
の
一
員
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
共
生
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
に
は

「
対
等
な
立
場
で
理
解
し
、
協
力
し

合
う
（
＝
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）」

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

協
働
は
、
日
置
市
の
地
域
づ
く
り
の

根
幹
に
な
る
と
い
え
ま
す
。 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
中
で
、
特
定
非
営
利
活

動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
に
基
づ
く

法
人
格
を
取
得
し
た
団
体
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
呼
び
、
そ
の
認
証
は
鹿
児
島

県
が
行
っ
て
い
ま
す
。 

   

　
県
内
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
５３１
あ
り
、

保
健
福
祉
や
子
育
て
、
文
化
、
芸
術

な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
日
置
市
に
は
１４
法
人
が
認
証
さ

れ
て
い
ま
す
（
下
表
参
照
）。
半
数

が
保
健
福
祉
分
野
に
取
り
組
ん
で
い

る
ほ
か
、
環
境
や
地
域
活
性
化
、
教

育
な
ど
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
専
門
性
の
高
さ
な
ど
か
ら
、

幅
広
い
行
政
ニ
ー
ズ
の
新
し
い
担
い

手
と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
。
取
り
組
み
事
例
は
、
今
後
、
紙

面
で
も
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

　
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
で
講
師
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
法
人
も
あ
り
ま
す
。

豊
富
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た

対
応
も
で
き
ま
す
の
で
、
地
域
づ
く

り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
継
続
性
の

あ
る
活
動
を
展
開
す
る
に
は
、
運
営

や
管
理
の
経
費
を
ま
か
な
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
利
用
料

な
ど
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

　
地
域
課
題
は
、
隣
近
所
と
の
助
け
合
い
や
自
治
会
活
動
と
し
て

の
取
り
組
み
、
公
共
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
解
決
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
地
域
の
担
い
手
不
足
や
行
政
の
財
源
不
足
な
ど

で
、
全
て
の
課
題
を
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
お
互
い
が
対
等
な
立
場
で
理
解
、
協
力
し
合
う
協
働
の
担
い
手

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企
業
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。 

あ
な
た
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
一
員 

日
置
市
内
に
１４
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

行
政
行
政 

市
民
市
民 

地
域
地
域 

行
政 

市
民 

地
域 

【NPOの概念】 
NPO

市民活動団体 

ボランティア団体 

NPO法人 地区や自治会 
等の地縁団体 

財団法人、社団法人 
学校法人、医療法人 
社会福祉法人　など 

日置市のNPO法人 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13

日吉いこいの会 

かごしま文化研究所 

鹿児島老人福祉医療研究所 

江口浜ビーチサービス 

西郷隆盛公奉賛会 

樹（たつき） 

こころの里 

いちごいち笑　 
～明日香の家族～ 

地域振興協会鹿児島 

ひばり倶楽部 

英語教育支援協会 

キッズスポーツネット　 
KAGOSHIMA 

プタハ 

2001年６月 

2001年７月 

2001年８月 

2003年１月 

2004年11月 

2005年３月 

2006年２月 

2006年７月 

2006年10月 

2007年２月 

2007年３月 

2007年３月 

2008年６月 

日吉町吉利 

伊集院町妙円寺 

吹上町湯之浦 

東市来町伊作田 

日吉町日置 

伊集院町飯牟礼 

東市来町湯田 

伊集院町徳重 

吹上町中原 

伊集院町下谷口 

伊集院町妙円寺 

伊集院町郡 

伊集院町郡 

099－292－5017 

099－272－3111 

099－296－5009 

099－274－4690 

0993－47－1126 

099－272－1080 

099－274－8110 

099－273－3658 

0993－53－6633 

099－273－0131 

099－272－3312 

099－201－5588

■高齢者や家族等への生活支援サービス事業 

■文化芸術の創造・まちづくり　■環境学習　 
■男女共同参画社会実現など 
■虚弱高齢者等生活支援　■老人福祉・医療施設入居相談 
■福祉、医療施設関係者に対する教育、訓練 
■岸線の保安及び環境パトロール　■江口浜の清掃、環境整備　 
■江口浜の良さを人々に広げるイベントなど 
■歴史、文化、教育、環境保全等に関する普及、啓発　 
■青少年の健全育成並びに社会教育に関する研修 
■障害者（児）や高齢者の人権擁護に関する普及、啓発　 
■障害児童の保育　■障害者の福祉作業所（福祉作業所あおぞら）など 

■地域における高齢者への看護介護及び介護予防並びに自立支援など 

■障害者、障害児、高齢者の方 と々の交流、家族支援　■道路運送法の 
福祉有償輸送、運送　■笑いを用いた健康プロジェクトなど 
■スマトラ沖地震津波被災者及びスリランカ国難民に対する経済自立支援 
及び支援に関する啓発、研修　■伝統文化及び環境保全 
■健康である喜びを感じ思いやりの心を育む各種健康啓発　■世代間交流 
を深めるコミュニケーションイベント　■高齢者雇用創出、就業支援など 
■英語教育に関する普及、啓発　■英語指導に関する研修　■英語指 
導者の研修の受託　■英語教育に関する教材の開発、教材作成の助言 
■心身の健康と技術向上を目指すバレー教室、大会開催　■心のケアも 
含めたバレー指導員養成講座　■スポーツ団体等とのスポーツ交流など 
■知的障害者の職業訓練及び就職支援 ■知的障害者の就業の場を 
創出する新規企画　■知的障害者と地域住民とのふれあいなど 

鹿児島県NPO法人認証一覧より抜粋 ※14法人のうち活動中の法人を掲載 

電話番号 事務所の場所 認証日 法　人　名 No. 主　　な　　事　　業 



　
好
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
二
日
、

東
市
来
・
伊
集
院
・
日
吉
・
吹
上
地

域
の
各
施
設
で
地
域
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
優

秀
選
手
や
体
育
振
興
に
功
績
の
あ
っ

た
個
人
、
団
体
に
各
体
育
協
会
か
ら

功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表

彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 （

敬
称
略
） 

 

　全
国
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体 

　
吹
上
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
　
代
表
者
　
安
富
　
一
生 

 

　鹿
児
島
県
体
育
協
会
功
労
者 

　（
氏
名
）　
　
　（
競
技
種
目
等
） 

　
今
田
　
孝
教
　
日
置
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
置
支
部 

　
加
治
木
憲
一
　
伊
集
院
地
域
サ
ッ
カ
ー
部 

　
谷
山
　
宏
明
　
日
吉
地
域
体
協 

　
西
園
　
一
幸
　
吹
上
地
域
体
協 

 

　 　

 

日
置
地
区
体
育
協
会
功
労
者 

　
折
田
　
和
子
　
東
市
来
地
域
体
協 

　
今
田
　
剛
志
　
東
市
来
地
域
体
協 

　
柳
田
　
秀
親
　
伊
集
院
地
域
体
協 

　
鳩
野
　
哲
盛
　
日
吉
地
域
体
協 

　
　
元
　
　
勉
　
日
吉
地
域
体
協 

　
西
園
　
一
幸
　
吹
上
地
域
体
協 

　
東
郷
　
　
實
　
吹
上
地
域
体
協 

　
飛
田
　
尚
文
　
吹
上
地
域
体
協 

　 　ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手 

東
市
来
地
域 

　
枝
元
　
優
樹
　
柔
道 

　
清
水
さ
く
ら
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

　
横
田
　
真
子
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

伊
集
院
地
域 

　
小
原
　
遼
仁
　
陸
上 

　
宮
原
　
　
悠
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

　
重
江
　
誉
寛
　
ボ
ク
シ
ン
グ 

　
岩
城
　
友
聖
　
卓
球 

日
吉
地
域 

　
正
留
　
澄
夫
　
弓
道 

　
牧
内
　
彩
香
　
陸
上 

　
丸
田
　
大
貴
　
陸
上 

　
米
丸
　
節
子
　
水
泳 

　
野
元
　
　
梓
　
水
泳 

　
鵜
狩
　
道
夫
　
ゴ
ル
フ 

吹
上
地
域
（
全
国
大
会
出
場
） 

　
堂
下
　
　
航
　
　
テ
ニ
ス 

　
中
野
　
花
菜
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
川
之
上
大
三
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
山
之
内
浩
平
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
堂
下
は
づ
き
　
テ
ニ
ス 

　
原
口
　
　
豊
　
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ 

 

　社
会
体
育
功
労
者 

東
市
来
地
域 

　
仮
屋
　
義
廣
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

　
堀
之
内
博
道
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
國
分
サ
エ
子
　
湯
田
地
区
体
協 

　
北
村
　
孝
一
　
伊
作
田
地
区
体
協 

　
穗
滿
　
義
隆
　
硬
式
テ
ニ
ス 

　
新
村
　
芳
尚
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

　
堀
之
内
　
浩
　
サ
ッ
カ
ー 

伊
集
院
地
域 

　
宇
都
　
實
一
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

　
石
田
　
俊
治
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

　
　
永
　
英
信
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

　
小
野
　
　
均
　
卓
球 

　
宮
川
　
善
徳
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
今
村
　
幸
二
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

　
岩
　
　
昌
弘
　
妙
円
寺
校
区
体
協 

　
東
　
恵
利
子
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

日
吉
地
域 

　
古
野
　
繁
盛
　
川
西
体
協 

　
久
保
　
勲
一
　
川
東
体
協 

　
上
原
　
孝
一
　
吉
利
体
協 

　 　社
会
体
育
優
良
団
体 

　
東
市
来
中
学
校
野
球
部 

　
伊
集
院
剣
心
館 

　
伊
集
院
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
少
年
団 

　
第
四
十
一
回
日
吉
地
域
体
育
祭
が

日
吉
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
約
千
二
百
人
が
秋
の
運
動
会

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
地
域
体
協
戦
で
は
、
リ
レ
ー
や
綱

引
き
、
自
治
公
民
館
対
抗
で
は
、
輪

入
れ
競
争
や
一
輪
車
リ
レ
ー
な
ど
白

熱
し
た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
各
体
協
の
応
援
団
が
運
動

会
に
花
を
添
え
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

鶴
丸
地
区
が
3
度
目
の
優
勝 

妙
円
寺
東
が
3
連
覇
！ 

接
戦
を
花
田
が
制
す 

7
連
覇
達
成
！ 

吉
利
体
協 

　
　
自
治
会
は
山
田
が
優
勝
！ 

　
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い
る
第
四
十

三
回
吹
上
地
域
市
民
運
動
会
が
、
吹

上
浜
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
今
年
も
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

大
勢
の
市
民
が
参
加
、
た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
は
じ
け
ま
し
た
。 

　
七
種
目
の
地
区
別
採
点
競
技
で
競

い
、
同
点
な
が
ら
上
位
種
目
の
差
で

見
事
花
田
地
区
が
優
勝
、
二
連
覇
を

飾
り
ま
し
た
。 

▲混成リレー 

▲激走!!三輪車レース ▲ハートでキャッチ 

▲息をそろえてジャンプ　～大波小波～ 

▲元気におゆうぎ 

▲現代の直江兼続? ▲新種目　ボールでお遊び 

▲大玉転がし ▲玉入れ ▲総合リレー 

▲小学生1200メートルリレーのスタート 

地
域
運
動
会 

■地区対抗順位 
順位 
優勝 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 

地　区 
鶴丸 
上市来 
伊作田 
美山 
湯田 
皆田 
高山 

得点 
36.0  
26.0  
21.0  
17.0  
15.0  
14.0  
　1.0

■総合の部 
順位 地　域 得点 
優勝 
２ 
３ 
４ 
５ 
 ６ 

 ７ 

８ 
９ 
10 
11 
12 
13 
14

妙円寺東 
郡 
飯牟礼 
土橋 
妙円寺西 
麦生田・上神殿・ 
つつじヶ丘 
徳重東西・出樋・ 
城山・荒瀬 
朝日ヶ丘 
野田・桑畑・下神殿 
麓東西 
清藤・猪鹿倉 
町中央 
大田・寺脇 
上下方限・四郎園 

176 
168 
157 
143 
140 

 119 
 

108 

98 
97 
97 
93 
81 
78 
71

■地域体育協会対抗 
順位 体　協 得点 
優勝 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 

吉　利 
住　吉 
川　西 
扇　尾 
日　新 
川　東 

159 
133 
123 
115 
86 
84

■自治公民館対抗 
順位 地　域 得点 
優勝 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
６ 
８ 
９ 
９ 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17

山　田 
中　区 
南　区 
北　区 
諏　訪 
日　新 
見　笠 
西　郷 
熊　野 
毘沙門 
扇　尾 
草　原 
八　幡 
柿の谷 
帆之港 
日置麓 
二　潟 

36 
30 
30 
24 
23 
22 
22 
21 
19 
19 
17 
15 
13 
9 
7 
6 
5

■団体の部 
順位 地　域 得点 
優勝 
２ 
２ 

妙円寺東 
飯牟礼 
郡 

104 
98 
98

■リレーの部 
順位 地　域 得点 
優勝 
２ 
３ 

妙円寺東 
郡 
妙円寺西 

30 
25 
25

■躍進の部 
順位 地　域 得点 
優勝 
２ 
 ３ 

飯牟礼 
郡 
麦生田・上神殿・ 
つつじヶ丘 

32 
21 

 11

※敢闘賞は、皆田地区 

■自治会対抗順位 
　（６位入賞まで） 
順位 
優勝 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 

自治会 
荻 
赤崎 
杉之迫 
古市 
元養母 
川北 

得点 
68.0 
67.0 
66.0 
64.0 
63.0 
60.0

東市来地域 

伊集院地域 

日吉地域 

吹上地域 

　
さ
わ
や
か
な
秋
風
が
吹
き
抜
け
る

中
、
第
五
回
東
市
来
地
域
運
動
会
が

東
市
来
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
当
日
は
七
地
区
か
ら
大
勢
の
市
民

が
参
加
し
、
リ
レ
ー
や
タ
イ
ヤ
転
が

し
、
玉
入
れ
な
ど
の
競
技
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

　
地
区
対
抗
で
は
、
対
抗

六
種
目
中
五
種
目
で
一
位

を
獲
得
す
る
な
ど
圧
倒
的

な
強
さ
を
見
せ
た
鶴
丸
校

区
が
三
度
目
の
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。 

　
自
治
会
対
抗
は
荻
自
治

会
が
安
定
し
た
成
績
を
収

め
、
二
年
ぶ
り
に
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
地
域
運
動
会
が
秋
晴
れ
の

下
、
伊
集
院
総
合
運
動
公
園
で
開
催

さ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
は
歓
声
が

広
が
る
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。 

　
今
年
も
、
十
四
の
地
区
か
ら
大
勢

の
市
民
が
参
加
。
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
、

大
玉
転
が
し
な
ど
で
優
勝
を
争
い
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
昼
食
時
間
に
行
わ
れ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
鹿
児
島
城
西

高
校
の
皆
さ
ん
が
歌
や
ダ
ン
ス
で
会

場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

※同点の場合、上位入賞の多い 
　チームが上となります 

■地区別順位 
順位 体　協 得点 
優勝 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
10

花　田 
坊　野 
平鹿倉 
吹　上 
永　吉 
野　首 
和　田 
伊作北 
藤　元 
伊作南 

57.0 
57.0 
47.5 
46.5 
46.0 
45.0 
44.5 
39.5 
37.0 
35.0

※同点の場合、上位入賞の多い 
　チームが上となります 

▼
 

世
の
中
ま
ま
な
ら
ぬ 



交
通
事
故
の
未
然
防
止
を 

シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会 

　
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会

が
九
月
三
十
日
、
八
幡
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
地
域
活
動
に
影
響
力
が

あ
る
高
齢
者
に
交
通
安
全
活
動
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
指
導
力
を
向
上
さ
せ
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
、

交
通
安
全
母
の
会
が
主
催
し
た
も
の

で
す
。 

　
こ
の
日
は
、
民
生
・
児
童
委
員
や

各
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
会
長
な
ど
が
参

加
。
講
習
会
で
は
、
夜
光
反
射
材
の

特
性
と
そ
の
効
果
や
動
態
視
力
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
必
要
性
に
つ
い

て
な
ど
、
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
説

明
を
受
け
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
い

て
の
知
識
を
高
め
ま
し
た
。 

宝
く
じ
助
成
事
業
で
自
治
会
活
動
を
活
性
化 

大
田
下
・
朝
日
ヶ
丘
自
治
会（
伊
集
院
地
域
）・
向
湯
田
・
元
養
母
自
治
会（
東
市
来
地
域
） 

▲動体視力の確認 

第4回　日置市小学校陸上記録会 
　伊集院総合運動公園で10月20日、第４回市小学校陸上記録会が開催され、市内19小学校の５・６年生の児童943人が参加

しました。児童らは、先生や保護者の声援を受けながら、一人ひとりが自己記録の更新を目指して全力を出しきりました。 

■ 種目別の日置市トップ3 ■ （◎＝新記録） 

種　　目 1　　位 2　　位 3　　位 

５年男子 

 
５年女子 

 
６年男子 

６年女子 

６年男子 

 
６年女子 

５年男子 

５年女子 

６年男子 

６年女子 

５年男子 

５年女子 

６年男子 

６年女子 

５年男子 

５年女子 

 
６年男子 

６年女子 

５年男子 

 
５年女子 

６年男子 

６年女子 

100m走 

 

 

 

 

60mハードル走 

 

 

 
800m走 

 

 

 
走り幅跳び 

 

 

 

走り高跳び 

 

 

 

 

400mリレー 

境　　藍人 （伊集院） 13秒80 

 
奥　　翔瑞 （飯牟礼） 15秒40 

 
樽野　佑斗 （伊　作） 13秒80 

池田　響子 （飯牟礼） 14秒70 

柳田　優作 （伊集院） 10秒10 

 
坂元　晴香 （湯　田） 11秒20 

飯嶌　友哉 （妙円寺） ２分42秒62 

森永裕希乃 （吉　利） ◎２分42秒14 

木山翔太郎 （湯　田） ２分34秒94 

今田　聖奈 （鶴　丸） ２分45秒89 

境　　藍人 （伊集院） ４m22cm 

吉満沙也香 （伊集院） ３m43cm 

樽野　佑斗 （伊　作） ４m56cm 

平田　夏海 （伊　作） ３m76cm 

西園　勇希 （伊集院北） １m15cm 

森永裕希乃 （吉　利） ◎１m27cm 

 
松元　耀三 （伊集院） １m37cm 

坂元　晴香 （湯田） １m22cm 

　　　　伊集院小  １分00秒00 

　　　　 
　　　　伊集院小  １分03秒10 

　　　　伊集院小  57秒80 

　　　　伊集院北小  １分01秒00

奥薗　泰雅 （鶴　丸） 15秒00 

 
下田平彩七 （妙円寺） 15秒60 

 

川路　龍成 （土　橋） 　14秒20 

川路彩理紗 （伊集院北） 14秒90 

鈴　　響輝 （鶴　丸） 10秒40 

 
池田　響子 （飯牟礼） 11秒40 

中間　　剛 （伊作田） ２分45秒05 

大迫　優歌 （妙円寺） ２分52秒60 

有留　竜斗 （伊集院） ２分37秒33 

山口みなみ （妙円寺） ２分50秒58 

東　　貴浩 （伊集院） ３m65cm 

桑原希世美 （日　置） ３m36cm 

中間　義博 （鶴　丸） ４m21cm 

有村　知実 （伊集院北） ３m67cm 

大迫　和椰 （伊集院） １m15cm 

田村　夏実 （伊集院） １m16cm 

勝田　瑞基 （日　置） １m25cm 

鈴　　響輝 （鶴　丸） １m25cm 

内野　千紘 （鶴　丸） １m22cm 

　　　 妙円寺小  １分03秒80 

 
　　　 日 置 小  １分04秒10 

　　　 湯 田 小  57秒90 

　　　 伊集院小  １分01秒20

南　　龍成 （伊集院） 15秒10 

新山　　絢 （土　橋） 15秒70 

吉満沙也香 （伊集院） 15秒70 

有馬　拓海 （伊集院） 14秒30 

木山翔太郎 （湯　田） 14秒30 

井手上　晶 （飯牟礼） 15秒00 

池田　航輔 （伊集院） 10秒50 

馬場　風夏 （上市来） 11秒60 

松元　圭代 （伊集院北） 11秒60 

川路　裕貴 （土　橋） 2分45秒51 

徳永　菜月 （湯　田） 2分56秒32 

鈴木　星樹 （伊　作） 2分39秒69 

下内　七海 （吉　利） 2分51秒36 

室屋　将博 （日　新） 3m40cm 

奥　　翔瑞 （飯牟礼） 3m35cm 

柳田　優作 （伊集院） 4m20cm 

有村真菜美 （伊集院） 3m45cm 

東　隼之介 （伊集院） 1m15cm 

宮永　萌香 （鶴　丸） 1m16cm 

 

 

徳永　祐花 （伊　作） 1m19cm 

　　　　鶴 丸 小  1分03秒90 

　　　　妙円寺小  1分04秒20 

　　　　伊 作 小  1分04秒20 

　　　　鶴 丸 小  58秒00 

　　　　伊 作 小  1分01秒30

　
宝
く
じ
の
事
業
収
入
を
利
用
し
た
、

「
平
成
二
十
一
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
こ
の
ほ
ど

四
自
治
会
の
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。 

　
大
田
下
自
治
会
で
は
、
住
民
交
流

の
場
と
し
て
広
場
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。
公
園
は
土
地
提
供
者
に
ち
な

み
「
浅
川
公
園
」
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。 

　
朝
日
ヶ
丘
自
治
会
は
、
す
べ
て
の

地
域
住
民
に
気
軽
に
自
治
会
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、
机
・
イ
ス

な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。 

　
向
湯
田
自
治
会
は
、
公
民
館
の
利

用
促
進
を
図
る
た
め
空
調
設
備
を
整

備
し
た
ほ
か
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
用
品
な
ど
を
備
え
ま
し
た
。 

　
元
養
母
自
治
会
は
健
康
づ
く
り
活

動
を
促
進
し
よ
う
と
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

用
品
を
購
入
。
ま
た
、
公
民
館
の
積

極
的
活
用
の
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。 

　
各
自
治
会
で
は
備
品
や
広
場
の
整

備
に
よ
り
、
自
治
会
活
動
が
ま
す
ま

す
活
性
化
し
、
地
域
づ
く
り
の
推
進

が
図
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
こ
の
よ
う

に
還
元
さ
れ
、
地
域
づ
く
り
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。 

【
大
田
下
自
治
会
（
浅
川
公
園
）】 

　
地
域
住
民
が
花
壇
を
つ
く
り
ま
し
た 

【
朝
日
ヶ
丘
自
治
会
】 

　
さ
っ
そ
く
活
用
さ
れ
た
机
と
イ
ス 

【
元
養
母
自
治
会
】 

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
用
具
各
種 

【
向
湯
田
自
治
会
】】 

　
大
会
議
室
に
設
置
さ
れ
た
エ
ア
コ
ン 

宝くじは 
広く社会に役立て 
られています。 



薩
摩
義
士
の
精
神
を
学
ん
で
ほ
し
い 

千
本
松
原
の
松
で
作
っ
た
　 

つ
い
た
て
贈
呈
式 

　
今
年
で
還
暦
を
迎
え
る
昭
和
四
十

年
度
東
市
来
中
卒
業
生
同
窓
会
会
長

原
口
直
人
さ
ん
と
実
行
委
員
の
住
吉

絹
子
さ
ん
が
十
月
六
日
、
母
校
を
訪

れ
、
後
輩
た
ち
へ
寄
付
金
を
贈
り
ま

し
た
。 

　
原
口
さ
ん
は
「
今
年
九
月
に
昭
和

四
十
年
卒
業
生
の
同
窓
会
を
開
催
し

た
ら
、
百
五
十
人
集
ま
り
、
中
学
時

代
を
懐
か
し
く
語
り
合
い
ま
し
た
」

ま
た
「
何
か
み
ん
な
で
母
校
に
恩
返

し
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

昨
年
か
ら
準
備
し
て
き
ま
し
た
」
と

同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。 

　
今
井
力
夫
校
長
は
「
母
校
を
想
う

卒
業
生
の
温
か
い
気
持
ち
に
本
当
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
テ
ン

ト
の
購
入
費
用
に
充
て
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。 

先
輩
か
ら
後
輩
へ 

東
市
来
中
学
校
還
暦
同
窓
会 

全
国
大
会
優
勝
　
剣
道
日
本
一
！ 

第
四
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年
剣
道
大
会 

い
ろ
い
ろ
な
命
を
学
ぶ
自
然
の
教
材 

全
国
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル 

　
鹿
児
島
市
か
ら
徳
重
神
社
ま
で
の

約
二
十
㌔
を
歩
く
第
三
十
三
回
妙
円

寺
詣
り
大
行
進
が
十
月
十
七
日
、
約

五
百
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
妙
円
寺
詣
り
の
精
神
を

受
け
継
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
強
い
心

を
育
成
す
る
た
め
に
市
教
育
委
員
会

と
地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

が
連
携
し
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
。 

　
参
加
者
は
、
鹿
児
島
中
央
駅
近
く

の
広
場
で
出
発
式
を
行
っ
た
後
、
小

雨
の
降
る
中
出
発
。
途
中
「
チ
ェ
ス

ト
館
」
で
昼
食
を
取
り
、
疲
れ
た
表

情
を
見
せ
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
歩

き
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
元

気
に
徳
重
神
社
を
目
指
し
ま
し
た
。 

伝
統
の
大
行
進
　
元
気
に
20
キ
ロ
を
完
歩 

妙
円
寺
詣
り
大
行
進 

平
成
２１
年
度
法
務
大
臣
表
彰
受
賞 

甲
子
園
目
指
し
て
九
州
大
会
出
場
！ 

鹿
児
島
城
西
高
校
野
球
部 

　
第
百
二
十
五
回
九
州
地
区
高
校
野

球
大
会
に
出
場
す
る
鹿
児
島
城
西
高

校
野
球
部
が
十
月
二
十
一
日
、
宮
路

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
市
長
は
「
ど
の
チ
ー
ム
も
実
力
は

同
じ
、
甲
子
園
出
場
を
目
指
し
て
が

ん
ば
っ
て
」
と
激
励
。 

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
東
郷
拓
也
君
は
「
県

大
会
で
は
、
決
勝
戦
で
負
け
て
い
る

の
で
九
州
大
会
で
は
、
挑
戦
者
と
し

て
ベ
ス
ト
４
以
上
を
目
指
し
、
甲
子

園
出
場
を
決
め
た
い
で
す
」
と
意
気

込
み
を
話
し
ま
し
た
。 

　
吹
上
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
る
、
佐
土
原
伸
也

さ
ん
（
永
吉
中
央
）
が
十
月
一
日
、

人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
活
動

に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
法
務
大

臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
佐
土
原
さ
ん
は
、
平
成
六
年
に
同

委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
十
五
年

余
り
、
地
域
住
民
の
相
談
相
手
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
の
啓
発
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
ま
し

た
。 

　
全
国
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
コ
ン
ク
ー

ル
の
審
査
が
十
月
二
十
日
、
妙
円
寺

保
育
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

が
地
域
に
暮
ら
す
植
物
や
生
物
と
ふ

れ
あ
う
た
め
に
、
園
庭
な
ど
に
身
近

な
自
然
を
再
現
す
る
取
り
組
み
の
こ

と
で
す
。 

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ

の
取
り
組
み
を
行
う
団
体
の
成
果
に

専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と

で
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
取
り
組
み
を
啓

発
、
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。 

　
潟
山
園
長
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
が
人

の
心
を
つ
な
ぐ
場
所
や
子
ど
も
た
ち

が
五
感
を
最
大
限
に
生
か
し
、
命
の

大
切
さ
に
「
気
づ
く
」
場
所
に
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。 

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
は
、
十
二
月

中
旬
に
発
表
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

意
気
の
合
っ
た
音
楽
で
観
客
を
魅
了 

人
権
擁
護
活
動
に
貢
献 

伊
集
院
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会 

▲おいしそうに弁当を食べる参加者 ▲ビオトープで遊ぶ子どもたち ▲伊集院小学校 

▲妙円寺小学校 

　
九
月
二
十
日
に
大
阪
市
で
行
わ
れ

た
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年
剣
道

優
勝
大
会
（
団
体
戦
小
学
生
の
部
）

で
優
勝
し
た
東
幸
太
朗
君
（
伊
集
院

小
六
年
）
が
十
月
六
日
、
宮
路
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
東
君
は
鹿
児
島
県
代
表
五
人
に
選

ば
れ
出
場
。
決
勝
戦
ま
で
の
六
試
合

を
五
勝
一
敗
と
好
成
績
を
残
し
ま
し

た
。 

　
市
長
か
ら
の
激
励
に
対
し
「
全
国

の
代
表
選
手
と
対
戦
し
、
と
て
も
良

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
一
生

懸
命
練
習
し
ま
す
」
と
力
強
く
話
し

ま
し
た
。 

　
伊
集
院
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
定
期
演
奏
会
が
十
月
十
日
、
伊
集

院
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
演
奏
会
は
今
年
で
七
回
目
。

　
同
部
は
、
仲
間
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

奏
で
る
た
め
、
先
輩
が
後
輩
に
演
奏

の
技
を
伝
え
な
が
ら
日
々
練
習
を
続

け
て
き
ま
し
た
。 

　
演
奏
会
は
、
四
部
構
成
で
行
わ
れ
、

ビ
リ
ー
ヴ
や
オ
ー
メ
ン
ズ
・
オ
ヴ
・

ラ
ヴ
な
ど
お
な
じ
み
の
曲
を
披
露
。 

　
観
客
は
、
手
拍
子
を
し
た
り
じ
っ

と
聴
き
入
っ
た
り
、
意
気
の
合
っ
た

演
奏
に
会
場
全
体
が
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。 

　
妙
円
寺
小
と
伊
集
院
小
で
十

月
十
九
日
、
千
本
松
原
（
岐
阜

県
）
の
松
で
作
っ
た
、
つ
い
た

て
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
関
ヶ
原
戦
跡
踏
破

隊
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
ま

た
、
宝
暦
治
水
工
事
に
取
り
組

ん
だ
薩
摩
義
士
の
精
神
を
学
ん

で
も
ら
い
た
い
と
同
県
海
津
市

平
田
町
の
「
さ
つ
ま
の
会
」
が
、
松

く
い
虫
な
ど
で
倒
れ
た
松
で
制
作
し

た
厚
さ
十
五
㌢
の
つ
い
た
て
を
贈
っ

た
も
の
で
す
。 

　
当
日
は
、
同
会
を
代
表
し
て
中
島

康
博
さ
ん
が
両
校
を
訪
問
し
贈
呈
。

妙
円
寺
小
の
加
納
幸
樹
く
ん
が
「
交

流
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
し
て

い
き
た
い
」、
伊
集
院
小
の
嘉
茂
泰
一

君
が
「
薩
摩
義
士
の
努
力
が
詰
ま
っ

た
つ
い
た
て
を
学
校
の
宝
と
し
て
大

切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ

お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
に
、
千
本
松
原
の
松
か

さ
の
種
か
ら
育
て
た
苗
木
な
ど
も
送

ら
れ
ま
し
た
。 

か
　
も
　
た
い
ち 

♪ 



　
七
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
全
四
回

（
毎
月
一
回
）
の
日
程
で
「
韓
国
味

の
旅
〜
韓
国
料
理
講
座
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
企
画
は
、
も
っ
と
韓
国
の
食

文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
今
年

新
た
に
企
画
さ
れ
た
も
の
。 

　
講
座
で
は
、
キ
ム
チ
や
チ
ヂ
ミ
と

い
っ
た
お
な
じ
み
の
料
理
か
ら
講
師

の
李
濬
京
（
リ
・
ジ
ュ
ン
ギ
ョ
ン
）

さ
ん
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
の
季
節

に
合
っ
た
デ
ザ
ー
ト
、
お
盆
料
理
な

ど
珍
し
い
料
理
の
作
り
方
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
料
理
以
外
に
も
韓
国
料
理

の
特
徴
や
食
事
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も

勉
強
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
「
本
場
韓
国
の
味
を
学

べ
て
よ
か
っ
た
」、「
家
族
に
も
大
好

評
で
し
た
」、「
次
も
参
加
し
た
い
で

す
」
な
ど
と
笑
顔
で
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。 

韓
国
家
庭
料
理
を
学
ぶ 

韓
国
味
の
旅 

稲
刈
り
で
実
り
の
秋
を
満
喫 
稲
刈
り
体
験
で
笑
顔 

吹
上
地
域
内
各
小
学
校
稲
刈
り
体
験 

尾
木
場
め
だ
か
の
里 

新
装
開
店
で
大
に
ぎ
わ
い 

吉
利
物
産
店
・
城
の
下
物
産
館 

　
日
吉
地
域
を
メ
イ
ン
に
九
カ
所
の

工
房
で
見
学
や
体
験
が
で
き
る
「
ち

っ
ち
ゃ
な
秋
を
見
つ
け
る
ア
ー
ト
な

工
房
め
ぐ
り
」
が
十
月
一
日
か
ら
十

一
月
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
伊
作
和
紙
の
復
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
『
和
紙
ア
ト
リ
エ 

Ｔ
ａ
ｎ
ｅ
ｄ
ａ
』
の
オ
ー
ナ
ー
（
種
子

田
幸
廣
さ
ん
）
が
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
地
域
の
人
々
に
よ
る
活
動

や
素
材
を
生
か
し
、
地
元
の
人
と
訪

れ
る
人
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に
企

画
し
た
も
の
。 

　
今
回
は
、
県
の
「
か
ご
し
ま
着
地

型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
事
業
」
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

　
各
工
房
で
は
、
和
紙
す
き
を
体
験

し
た
り
、
木
や
古
布
を
利
用
し
て
作

品
づ
く
り
を
し
た
り
と
、
オ
ー
ナ
ー

た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
期
間
中
は
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
作
品
展
示
会
な
ど
た
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
訪
れ
芸
術
の
秋
を
満
喫

し
ま
し
た
。 

人
と
、自
然
と
、ふ
れ
あ
い
体
験 

ち
っ
ち
ゃ
な
秋
を
見
つ
け
る
ア
ー
ト
な
工
房
め
ぐ
り 

日
吉
農
業
き
ば
ろ
会 

　
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト

が
九
月
十
七
日
、
Ａ
コ
ー
プ
日
吉
店

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
巨
大
カ
ボ
チ
ャ
の
重
量

を
競
う
も
の
で
、
日
吉
農
業
き
ば
ろ

会
（
妙
見
良
一
会
長
）
が
主
催
。 

　
会
場
に
は
、
会
員
ら
が
栽
培
し
た

見
事
な
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
が
ず
ら

り
と
並
び
ま
し
た
。 

　
見
事
一
位
に
輝
い
た
の
は
、
鳩
野

哲
盛
さ
ん
の
栽
培
し
た
カ
ボ
チ
ャ
で

六
十
八
㌔
で
し
た
。 

　
今
年
で
九
年
目
を
迎
え
る
吉
利
物

産
店
が
十
月
三
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

と
同
時
に
吉
利
保
育
園
の
園
児
が
和

太
鼓
や
お
ゆ
う
ぎ
を
披
露
。
お
買
い

上
げ
い
た
だ
い
た
方
に
は
バ
ラ
の
花

や
豆
腐
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
城
の
下
物
産
館
も
売
り
場

面
積
を
広
げ
、
装
い
を
新
た
に
オ
ー

プ
ン
。
十
月
二
十
五
日
に
市
長
と
指

定
管
理
組
合
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ 

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
お
買
い
上
げ
先
着
五
百

人
に
地
元
菓
子
店
の
お
菓
子
や
ミ
ニ

焼
酎
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。 

　
両
物
産
館
と
も
地
元
で
と
れ
た
新

鮮
な
野
菜
や
加
工
品
の
ほ
か
に
も
品

物
が
充
実
。
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

「
坪
刈
り
」
で
昔
な
が
ら
の
脱
穀
を
体
験 

重
量
級
の
カ
ボ
チ
ャ
が
ず
ら
り 

扇
尾
小
学
校 

▲吉利物産館 

▲城の下物産館 

▲稲を収穫する子どもたち 

▲花田小・永吉小 ▲伊作小 

▲和田小 

▲掛け干しされた稲が並ぶ尾木場の棚田 

　
伊
作
小
で
十
月
八
日
、
五
・
六
年

生
が
稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
今
田
水
田
保
全
協
議
会
員
の
説
明

の
後
、
さ
っ
そ
く
鎌
を
手
に
し
て
稲

刈
り
を
始
め
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
が
ぬ

か
る
ん
で
い
た
た
め
、
足
を
取
ら
れ

な
が
ら
も
上
手
に
刈
り
取
り
を
行
い

ま
し
た
。 

　
和
田
小
で
は
十
月
九
日
、
も
ち
米

の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
、
全
校
児
童
と

保
護
者
が
一
緒
に
元
気
に
稲
刈
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
収
穫
し
た
も
ち
米
は
、
十
一
月
の

収
穫
祭
で
地
域
の
高
齢
者
の
方
々
と

も
ち
つ
き
を
し
て
、
食
べ
る
事
に
な

っ
て
お
り
児
童
ら
は
「
早
く
も
ち
つ

き
を
し
て
食
べ
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。 

　
花
田
小
と
永
吉
小
で
も
同
月
九
日
、

合
同
で
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
永
吉
ふ
れ
あ
い
会
員
の
説
明
後
さ

っ
そ
く
田
ん
ぼ
に
入
り
稲
刈
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。 

　
使
い
慣
れ
な
い
鎌
を
使
っ
て
の
作

業
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
両
校
の
児

童
ら
は
協
力
し
、
一
生
懸
命
が
ん
ば

り
ま
し
た
。 

　
日
吉
地
域
の
樗
木
集
落
で
伝
統
行

事
の
「
坪
刈
り
」
が
十
月
一
日
に
行

わ
れ
、
扇
尾
小
学
校
の
全
校
児
童
が

稲
刈
り
と
脱
穀
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
百
十
一
年
続
い
て
い
る
「
坪
刈
り
」

は
そ
の
年
の
収
穫
を
競
う
行
事
で
、

八
戸
の
農
家
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の

田
ん
ぼ
か
ら
一
坪
分
ず
つ
刈
り
取
っ

た
稲
を
脱
穀
し
、
と
れ
た
米
の
量
を

競
い
ま
し
た
。 

　
児
童
ら
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
稲
刈
り
や
懐
か

し
い
脱
穀
機
を
使
っ
た
作
業
を
体
験
。

緊
張
し
な
が
ら
も
両
手
で
し
っ
か
り

と
稲
を
持
ち
、
上
手
に
モ
ミ
を
落
と

し
て
い
き
ま
し
た
。 

　
秋
晴
れ
の
下
、
尾
木
場
「
め
だ
か

の
里
」
の
棚
田
で
十
月
十
二
日
、
稲

刈
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
稲
刈
り
体
験
は
「
尾
木
場
め

だ
か
の
里
米
作
り
体
験
」
の
一
環
で

行
わ
れ
た
も
の
で
、
市
内
外
か
ら
十

四
組
、
五
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
年
は
少
雨
に
よ
る
水
不
足
で
生

育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
元
農

家
の
協
力
で
無
事
収
穫
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
秋
の
実
り
を
感
じ
る

よ
う
に
一
株
一
株
丁
寧
に
刈
り
、
収

穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
途
中
で
宮
路
市
長
も
棚
田
に

駆
け
つ
け
参
加
者
と
一
緒
に
な
っ
て

掛
干
し
作
業
を
行
い
、
汗
を
流
し
ま

し
た
。 

　
今
回
収
穫
し
た
稲
は
、
後
日
脱
穀

を
行
い
、
参
加
者
へ
配
付
さ
れ
ま
す
。 



　
美
山
窯
元
ま
つ
り
特
設
ス
テ
ー
ジ

（
昼
間
）
お
よ
び
伊
集
院
文
化
会
館
（
夜

間
）
で
十
月
三
十
一
日
、
韓
国
南
原

市
立
国
楽
団
の
伝
統
芸
能
公
演
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
韓
国
の
南
原
市
立
国
楽
団
は
、
平

成
十
年
に
行
わ
れ
た
「
薩
摩
焼
四
百

年
祭
」
を
機
に
、
隔
年
で
招
い
て
お

り
、
今
回
で
六
回
目
の
公
演
。 

　
韓
国
伝
統
の
楽
器
か
ら
次
々
と
奏

で
ら
れ
る
音
楽
や
鮮
や
か
な
衣
装
で

華
麗
に
舞
う
姿
は
、
美
山
会
場
、
伊

集
院
会
場
に
訪
れ
た
多
く
の
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。 

 

　
公
演
終
了
後
は
、
感
動
の
あ
ま
り

涙
し
な
が
ら
拍
手
を
送
る
観
客
も
い

る
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
公
演
と
な
り

ま
し
た
。 

　
鹿
児
島
県
無
形
文
化
財
で
あ
る
「
妙

音
十
二
楽
」
が
十
月
十
二
日
、
中
島

常
楽
院
（
吹
上
町
田
尻
）
で
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。 

　
建
久
七
年
（
一
一
九
六
年
）、
天

台
宗
常
楽
院
第
十
九
代
住
職
宝
山
検

校
（
ほ
う
ざ
ん
け
ん
ぎ
ょ
う
）
は
、

島
津
氏
初
代
忠
久
に
従
い
、
現
在
の

京
都
か
ら
薩
摩
に
来
た
と
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
妙
音
十
二
楽
は
そ
の
と
き

宝
山
検
校
が
伝
え
た
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
演
奏
会
は
、
吹
上
を
は
じ
め
鹿
児

島
、
宮
崎
の
僧
侶
が
琵
琶
や
ほ
ら
貝
、

木
魚
な
ど
八
種
類
の
楽
器
で
荘
厳
な

調
べ
を
奏
で
、
地
域
住
民
や
市
内
外

か
ら
訪
れ
た
バ
ス
ツ
ア
ー
の
見
学
客

は
時
代
を
超
え
た
音
色
に
聴
き
入
り

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
演
奏
後
は
宝
山
検
校
の
墓

前
供
養
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

韓
国
音
楽
に
魅
了
さ
れ
涙
す
る
観
客
も 

韓
国
南
原
市
立
国
楽
団
　
日
置
市
公
演 

荘
厳
に
奏
で
る
伝
統
の
調
べ 

妙
音
十
二
楽
演
奏
会 

日
吉
秋
ま
つ
り
花
火
大
会 

　
日
吉
秋
ま
つ
り
花
火
大
会
が
、
十

月
十
日
、
日
吉
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。 

　
ち
び
っ
こ
ラ
ム
ネ
早
飲
み
競
争
で

幕
を
開
け
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
ダ
ン
ス
や
日
吉
へ
の
想
い

を
寄
せ
て
地
元
の
方
が
制
作
し
た
歌

「
せ
っ
ぺ
跳
べ
　
〜
空
高
く
〜
」
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
盛
り
上
が
っ
た
お
楽
し
み
抽
選
会

の
後
は
、
澄
ん
だ
秋
の
夜
空
に
打
ち

上
が
っ
た
華
や
か
な
花
火
を
堪
能
。

会
場
を
訪
れ
た
来
場
者
か
ら
は
、
大

き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

澄
ん
だ
秋
の
夜
空
の
大
輪
に
大
歓
声 

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会 

鹿
児
島
中
央
駅
で 

　
妙
円
寺
詣
り
を
事
前
Ｐ
Ｒ 

▲琉球國祭り太鼓（フェスタ会場） ▲大田太鼓踊り 

▲24日に行われた武者行列 

▲徳重大バラ太鼓踊り ▲子どもたちがダンスを披露 

▲秋の夜空を彩る花火 

　
妙
円
寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ
運
営
委
員

会
（
末
永
義
弘
委
員
長
）
が
九
月
二

十
六
日
、
鹿
児
島
中
央
駅
で
妙
円
寺

詣
り
フ
ェ
ス
タ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。 

　
鎧
甲
冑
や
陣
羽
織
で
身
を
固
め
た
、

同
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
商
工
会
青
年

部
員
が
伊
集
院
駅
か
ら
鹿
児
島
中
央

駅
ま
で
を
鎧
武
者
姿
で
電
車
に
乗
り

込
み
、
乗
客
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
駅
前
の
イ
ベ
ン
ト
広
場

付
近
で
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
配
布
。 

　
駅
前
を
通
る
人
た
ち
は
、
鎧
武
者

姿
の
部
員
と
記
念
撮
影
を
し
た
り
足

を
止
め
勇
ま
し
い
姿
に
見
入
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。 

　
旧
暦
の
九
月
十
四
日
に
開
催
し
て

い
た
妙
円
寺
詣
り
は
、
平
成
五
年
か

ら
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
十
月
の
第
四
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
妙
円
寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ

が
十
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日
、
妙

円
寺
詣
り
行
事
大
会
が
二
十
五
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
空
手
道
競
技
は
、

十
月
十
八
日
開
催
） 

　
二
十
五
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と

な
り
、
伊
集
院
町
武
者
行
列
保
存
会

に
よ
る
武
者
行
列
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
徳
重
神
社
に
は
各
地
か
ら

徒
歩
で
参
拝
す
る
人
な
ど
が
次
々
と

到
着
、
延
べ
八
万
人
の
人
が
訪
れ
ま

し
た
。 

　
妙
円
寺
詣
り
フ
ェ
ス
タ
会
場
で
は
、

特
産
品
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
軒

を
並
べ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
日
吉
諏

訪
自
治
会
笹
踊
り
や
琉
球
國
祭
り
太

鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
奉

納
行
事
で
は
、
大
田
太
鼓
踊
り
や
徳

重
大
バ
ラ
太
鼓
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸

能
が
奉
納
さ
れ
、
徳
重
神
社
周
辺
は
、

二
日
間
に
わ
た
り
、
大
勢
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

鹿 児 島 の 三 大 行 事  

な
も
ん 



　
一
万
本
の
た
い
ま
つ
が
幻
想
的
な
風
景
を
作
り
出

す
「
山
神
の
響
炎
」
が
十
月
十
一
日
、
吹
上
町
永
吉

の
山
神
の
郷
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　 

　
こ
れ
は
、
永
吉
地
区
公
民
館
や
地
域
づ
く
り
団
体

な
ど
が
協
働
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
七

回
目
。 

　
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し
地

区
の
方
々
と
も
協
力
し
な
が
ら
草
払
い
や
、
た
い
ま

つ
の
準
備
や
設
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
市
内
外
の
出
演
者
が
共
演
。
吹

上
青
松
太
鼓
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
や
歌
の
音
が
来
場

者
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
辺
り
が
暗
く
な
る
に
連
れ
、
た
い
ま
つ
の
明
か
り

が
よ
り
一
層
夜
空
を
飾
り
、
一
面
幻
想
的
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
ま
し
た
。 

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
出
演
者
や
観
客
も
一
緒
に
総

踊
り
、
山
神
の
郷
が
揺
れ
ま
し
た
。 

揺
ら
め
く
炎
が
幻
想
的
な
風
景
を
演
出 

第
７
回
山
神
の
饗
炎 

吹
上
秋
祭
り
２
０
０
９ 

秋
の
一
日
を
吹
上
で
堪
能 

や
ま
ん
か
ん   

き
ょ
う
え
ん 

　
吹
上
秋
祭
り
２
０
０
９
が
十
月
十

八
日
、
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置
吹
上
支
所

の
農
業
祭
と
合
同
で
吹
上
浜
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
吹
上
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

地
域
一
体
と
な
っ
た
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
、
日
置

市
観
光
協
会
な
ど
関
係
者
が
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
準
備
、
運
営
に
当
た
っ
て

き
ま
し
た
。 

　
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
吹
上
出
身
の
歌
手
、
福
元
慎
一
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー

や
、
踊
り
な
ど
を
披
露
。
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
特
産
市
が
軒
を
並
べ
大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
陸
上
競
技
場
で
は
「
流
鏑
馬
」
や
「
伊
作
太
鼓
踊
」
各
保
存
会
の
協
力
に
よ

り
、
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
詰
め
掛
け
た
観
衆
は
、
秋
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。 

   

　
か
ん
な
短
歌
講
座
（
東
市
来
） 

 

涼
風
と
雨
が
ほ
し
い
と
毎
日
を 

亡
夫
が
残
せ
し
畑
に
て
な
げ
く 

内
田
ヨ
シ
子  

ゆ
ら
ゆ
ら
と
か
の
こ
百
合
咲
く
夏
本
番 

揃
い
て
暮
ら
す
米
寿
の
夫
と 

寺
師
　
澄
子  

夕
か
げ
に
笙
の
笛
吹
く
風
あ
り
て 

や
は
ら
に
ひ
ら
く
夕
顔
の
花 

室
之
園
て
る
み 

 

　
伊
集
院
短
歌
講
座 

 

爽
や
か
な
風
の
さ
さ
や
き
金
木
犀 

小
花
め
ざ
め
て
馥
郁
薫
る 

佐
藤
　
康
子  

幼
き
日
椎
の
実
拾
う
約
束
を 

交
わ
せ
し
友
は
遥
か
遠
く
に 

坂
元
　
芳
美 
 

前
世
に
て
如
何
な
る
約
束
に
生
ま
れ
き
し 

歎
異
抄
繙
く
本
に
寄
り
ゆ
く 

宮
園
　
良
子 

 

　
日
吉
町
短
歌
会 

 

リ
レ
ー
つ
ば
め
乗
り
換
え
時
に
窓
ぎ
わ
に 

置
き
忘
れ
た
る
帽
子
を
惜
し
む 

鳩
野
ト
ミ
子  

忙
し
さ
に
髪
手
入
れ
せ
ず
外
出
に 

帽
子
を
か
ぶ
り
す
ま
し
て
出
か
く 　

東
　
　
ト
キ 

 

山
並
を
走
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
窓
ご
し
に 

変
わ
る
景
色
に
心
癒
さ
る 

二
石
千
代
子 

    

　
奴
草
俳
句
会
（
東
市
来
） 

 

旱
天
や
稲
穂
小
さ
き
波
と
な
り 

瀬
川
　
ナ
ル  

敬
老
日
傘
寿
と
共
に
祝
ひ
た
り 

赤
　
　
鉄
男  

露
天
風
呂
秋
の
こ
ぼ
れ
日
爪
先
に 

下
茂
　
ミ
ヤ 

 

　
伊
集
院
俳
句
会 

 

ク
ロ
ー
ル
の
息
継
ぎ
出
来
る
子
に
育
ち 

久
保
野
千
代
子  

柿
若
葉
よ
り
打
上
が
る
ご
と
雀 

小
　
十
四
子  

野
の
草
の
繁
り
た
く
ま
し
秋
旱 

種
田
　
隆
一 

 

　
吹
上
砂
丘
俳
句
会 

 

逆
緑
の
葬
の
切
な
さ
雲
の
峯 

今
村
　
迪
子  

伏
す
夫
を
励
ま
す
吾
子
の
手
に
花
火 児

玉
　
智
子  

支
那
海
を
正
面
に
し
て
浅
蜊
取
り 

永
田
サ
ツ
キ     

　
コ
ケ
ケ
狂
句
会
（
東
市
来
） 

 

き
び
し
世
中
年
金
暮
し
財
布
は
泣
っ 

山
下
　
小
菊
（
ハ
ナ
ヱ
）  

友
白
髪
達
者
で
連
歩
だ
運
の
良
夫
婦 

外
薗
湯
乃
香
（
敏
子
）  

外
暮
ん
時
や
っ
け
な
奴
が
上
が
い
く
ん 

　
石
原
テ
ー
ラ
（
昇
） 

 

　
飯
牟
礼
狂
句
会
（
伊
集
院
） 

 

肥
満
嬶
　
袢
脱
だ
や
腹
三
つ 益満

　
冗
男
（
昭
人
）  

露
天
風
呂
脱
だ
良
か
娘
い
目
が
滾
っ 

西
　
楽
喜
生
（
義
人
）  

脱
サ
ラ
で
自
給
自
足
の
山
村
暮
ら
し 

益
満
　
大
拘
（
富
治
） 

 

　
吹
上
さ
ざ
な
み
会 

 

晩
酌
を
食
前
酒
じ
ゃ
ち
言
直
せ
っ 

野
元
　
尺
八
（
隼
人
） 

 

叱
っ
た
ど
ん
効
け
た
た
ろ
か
い
長
か
返
事 

前
田
　
一
天
（
和
平
） 

 

乗
せ
ら
れ
っ
良
か
調
子
し
奢
っ
裸
け
な
っ 

池
上
　
鈍
爺
（
耕
成
） 

日
置
市
文
化
協
会 

た
ん
に
し
ょ
う 

                     

か
ん
て
ん 

　
　
　
　
　
　
し
ゃ
ば
　ね
ん
き
ん
く
ら
　
　

ふ
　
ぞ
　
　
　
ね 

  

と
も
　し
た
が
　た
っ
し
ゃ
　
　
　て
　
の
　
　
　
ふ
　
　
　
え
　
み
　
と 

　ま
　
ず
　
　
　
ど
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ろ
　
　
　
あ 

    

　だ
ん
べ
か
か
　じ
ば
ん 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　お
ご
　
　
　
　
　
　
た
ぎ 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
き
ゅ
う
じ
そ
っ
　
　
　
や
　
ま
　
ぐ 

    

　だ
い
や
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゆ

な
お 

  

　が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
し 

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
ち
　
ょ
　
　
　
お
ご
　
　
は
だ 

（
氏
名
敬
称
略
） 

ひ
で
り 



１０   
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

１０
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

11月のリボンは…イエロー　　　リボンです 

　
平
成
二
十
一
年
度
農
村
女
性
海
外

農
家
体
験
研
修
に
「
日
置
市
人
材
育

成
研
修
事
業
」
を
活
用
し
、
九
月
五

日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
十
日
間
、
ド

イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
の
中
山

間
地
域
を
視
察
し
た
。 

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
自
然
と
触
れ
合
う

機
会
の
持
て
る
森
林
幼
稚
園
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
ま
る
で
妖
精
の
よ
う

に
自
然
の
中
に
溶
け
込
み
、
自
由
に

遊
ぶ
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。 

　
ま
た
「
我
が
村
は
美
し
い
」
コ
ン

テ
ス
ト
受
賞
の
ド
イ
ツ
「
ゼ
ー
バ
ッ

ハ
村
」
で
は
、
村
民
全
体
で
街
を
花

で
飾
り
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

取
り
組
む
姿
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。 

　
フ
ラ
ン
ス
で
の
農
家
民
宿
で
は
、

有
機
農
法
を
取
り
入
れ
、
循
環
型
農

業
を
実
践
し
て
い
た
。
ヤ
ギ
、
牛
、

鶏
を
飼
い
、
畑
で
野
菜
を
栽
培
。
収

入
源
は
主
に
ヤ
ギ
の
チ
ー
ズ
。
大
量

生
産
さ
れ
る
も
の
よ
り
価
格
は
少
々

高
い
が
、
安
心
・
安
全
で
、
消
費
者

は
そ
れ
を
理
解
し
、
責
任
を
持
っ
て

購
入
し
、
農
家
を
支
え
て
い
た
。（
地

産
地
消
） 

　
今
、
基
本
の
農
業
に
戻
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
機
械
化
・
大
規
模
化
ば

か
り
目
指
し
て
き
た
が
、
人
間
ら
し

く
生
き
る
事
の
大
切
さ
に
気
づ
か
さ

れ
た
研
修
だ
っ
た
。 

　
今
後
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

で
自
然
に
触
れ
、
農
業
の
魅
力
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
う
ち
か

ら
農
業
の
重
要
性
を
知
る
こ
と
で
環

境
保
全
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
の
で
、

食
育
に
も
力
を
入
れ
た
い
と
思
う
。 

日
置
市
人
材
育
成
研
修
事
業
を
活
用
し
、海
外
農
家
体
験 

環
境
保
全
型
農
業
に
触
れ
て 

杉
元
　
裕
佳
さ
ん（
伊
集
院
） 

▲フランス（アルザス地方）の農家にみんなでホームステイ

 

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

藤
川
　
心
優
　
　
義
久
　
　
平
古 

谷
山
　
望
愛
　
　
侑
華
子
　
下
神
殿
一
区 

前
田
真
菜
香
　
　
眞
一
郎
　
瀬
戸
内 

前
鶴
　
ゆ
い
　
　
宏
輔
　
　
猪
鹿
倉 

宮
　
　
月
望
　
　
公
助
　
　
妙
円
寺
五
区 

新
名
主
莉
世
　
　
幸
二
　
　
下
神
殿
四
区 

駒
水
　
菜
那
　
　
雄
喜
　
　
妙
円
寺
九
区 

　
重
　
芽
沙
　
　
祐
児
　
　
徳
重
東 

岩
下
　
優
美
　
　
功
　
　
　
徳
重
東 

田
中
　
良
承
　
　
竜
太
　
　
妙
円
寺
二
区 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

南
谷
　
亜
璃
　
　
三
四
郎
　
麓
下 

近
藤
　
　
怜
　
　
正
基
　
　
田
之
湯 

北
ノ
園
浬
功
　
　
浩
仁
　
　
田
之
湯 

松
田
　
玲
月
　
　
修
一
　
　
古
市 

松
　
　
未
珠
　
　
良
作
　
　
田
之
湯 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

黒
岩
　
唯
花
　
　
健
　
　
　
日
置
麓 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

鶴
窪
　
孝
介
　
　
雄
平
　
　
下
与
倉 

川
野
　
心
々
　
　
潤
　
　
　
今
田 

        

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

和
田
　
四
男
　
　
73
　
下
土
橋 

新
井
　
君
子
　
　
73
　
徳
重
東 

橋
本
　
ワ
カ
　
　
96
　
大
田
下 

舩
迫
サ
カ
エ
　
　
87
　
恋
之
原 

安
樂
ミ
チ
エ
　
　
94
　
中
央
通 

栫
　
　
フ
デ
　
　
91
　
上
神
殿 

前
鶴
　
正
人
　
　
78
　
麦
生
田
東 

松
山
ユ
キ
ヱ
　
　
100
　
麦
生
田
東 

田
中
　
　
盛
　
　
84
　
大
田
上 

脇
之
　
冨
江
　
　
94
　
麓
東 

　
山
　
キ
ミ
　
　
87
　
妙
円
寺
二
区 

尾
堂
　
文
江
　
　
69
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

宮
内
　
順
一
　
　
57
　
大
田
下 

奥
村
　
　
誠
　
　
61
　
徳
重
東 

河
野
　
　
巖
　
　
77
　
小
城 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

鮫
島
　
　
透
　
　
82
　
田
代 

森
　
　
ナ
ミ
　
　
86
　
元
養
母 

中
間
ナ
ツ
ヱ
　
　
82
　
田
之
湯 

和
田
　
　
優
　
　
86
　
中
央 

田
中
　
勇
夫
　
　
89
　
古
市 

岡
元
ア
ヤ
子
　
　
80
　
江
口 

北
園
　
テ
ル
　
　
88
　
大
平 

丸
田
　
吉
一
　
　
87
　
南
神
之
川 

宮
内
　
一
男
　
　
90
　
駅
前 

田
　
　
満
夫
　
　
94
　
田
之
湯 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

野
上
　
清
春
　
　
72
　
柿
の
谷 

小
永
吉
ミ
ヨ
子
　
66
　
西
郷 

下
笠
　
キ
ヨ
　
　
90
　
笠
ヶ
野 

松
山
　
文
子
　
　
89
　
帆
之
港 

木
下
　
照
子
　
　
82
　
日
置
麓 

北
原
　
吉
藏
　
　
84
　
日
新 

南
　
　
　
子
　
　
81
　
南
区 

丸
野
イ
ク
ヱ
　
　
80
　
毘
沙
門 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

帖
佐
　
裕
子
　
　
54
　
南
宮
内 

森
薗
　
次
男
　
　
62
　
北
湯
之
元 

川
越
　
藤
子
　
　
94
　
小
野
馬
場 

豊
島
喜
久
男
　
　
80
　
北
湯
之
元 

川
原
　
　
誠
　
　
53
　
下
与
倉 

上
床
　
カ
ツ
　
　
78
　
瀬
谷 

樺
山
　
ミ
キ
　
　
92
　
川
中 

神
之
門
行
雄
　
　
82
　
浜
田 

佐
土
原
千
代
　
　
94
　
永
吉
中
央 

伊
藤
　
治
安
　
　
71
　
下
草
田 

藤
田
シ
ヅ
ヱ
　
　
95
　
川
中 

　
川
ユ
キ
エ
　
　
81
　
坊
野 

　み
ゆ
う
 

　も
　
あ
 

　ま
　
な
　
か
 

 つ
き
み
 

　り
　
よ
 

　な
　
な
 

め
い
さ
 

　ゆ
　
み
 

り
ょ
う
す
け
 

   　あ
い
り
 

　
　
れ
い
 

　り
　
く
 

　ら
い
と
 

　み
　
み
 

   ゆ
い
か
 

  

こ
う
す
け
 

　こ
　
こ
 

　イエローリボンは「障害のある人びとの、その人らしい自立と社会参加をめざす」を表していま
す 。障害のある人が人として尊厳を尊重され、社会生活のあらゆる面での権利が保障されることを
国際的に約束したものとして障害者権利条約があります。どんなに重い障害があっても、住み慣れ
たまちで、心豊かにその人らしく暮らし、学び、働くことができる・・・権利条約はそうした社会
を目指しています。イエローリボンは障害者権利条約の内容を広く市民の皆さんに知っていただき、
日本での条約批准を目指すシンボルマークともなるものです。 

☆精神障害の現状から・・・・ 
　鹿児島県は精神科入院患者数が多く（人口万対在院患者数：県54.0人、全国25.9人）、また全国で最も
平均在院日数が長い現状です（H17　県544.6日、全国327.2日）。症状が安定しており、受け入れ条件が
整えば退院可能な数は690人、全国では約７万人と見込まれています。 

☆推進が望まれる退院促進支援事業 
　障害者自立支援法を機に「入院医療中心から地域生活中心へ」と外来治療を中心とした地域ケアという
時代になり地域生活、社会復帰の支援基盤を整備し、相談支援や就労支援等施設の機能を整え提供できる
サービスを充実させていくことが求められています。しかし、退院を積極的に進めていくには早期退院の
しくみや受け皿の体制がまだまだ不十分なのが現状です。 

☆地域の理解とともに・・・・ 
　市では精神保健福祉やこころの健康づくりに関する普及を、各保健事業を通して実施しています。昨年
度は、伊集院保健所の協力により精神関連疾患について理解を深めてもらうため講演会や家族会を開催し
ました。ボランティアの養成を行い、精神保健福祉ボランティアグループ「ひこばえ」は現在会員数が21
人となり、地域で開催する精神ディケア教室などの活動に協力をいただいています。 
　社会的入院の現状や課題をしっかり見据え、障害の有無にかかわらず、身構えたりしないで、みんなで
一緒に、地域のこと、人を支えることについて考えていきたいですね。 

　障害福祉サービスとは別に利用者の実情に応じて実施するのが「地域生活支援事業」です。そのうち、
障害のある人、その家族などからの相談に応じ必要な情報提供や援助を行うのが「相談支援事業」です。“ど
んな障害福祉サービスの種類があるのか知りたい”“どうしたら利用できるのか相談したい”“生活で心配
なことについてアドバイスを受けたい”など、生活を支えるさまざまな相談に応じますので気軽にご利用
ください。 

伊集院地域相談支援事業所（太陽の里内） 
東市来地域相談支援事業所（ふるさと学園内） 
日吉地域相談支援事業所（障害者支援センターうめの里内） 
吹上地域相談支援事業所（吹上学園） 
精神障害者相談支援事業所（向陽ホーム内：全地域） 
子ども支援センター（日置市教育委員会内） 

2 7 3－3 2 1 1  
2 7 4－2 0 6 1  
2 4 6－8 1 7 7  
2 9 6－2 3 0 8  
2 7 3－3 7 6 7  
2 7 3－2 3 0 9



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

　寝返りが上手になりましたね。これ
からもマイペースに大きくなってね。
大好きだよ!!

■おとうさん、おかあさんから 

　車が大好きです。これからも元気に
のびのびと育ってね。 

■おとうさん、おかあさんから 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

文 
吉利小学校 

２７０ 

ココ 

　「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
父
が
自
分
の
通
う
小
学
校
へ
農
業
体
験
の
指
導
に
来
た
姿
に
あ
こ

が
れ
て
、
自
分
も
大
人
に
な
っ
た
ら
後
を
継
ぎ
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
」と
話
す
二
石
さ
ん
は
、東
京
農
業
者
大
学
校
を
卒
業
後
、昨
年
三
月
に
就
農
し
ま
し
た
。 

　
現
在
は
、
両
親
と
約
二
㌶
の
葉
ネ
ギ
を
栽
培
し
て
お
り
、
そ
の
内
の
一
㌶
は
露
地
栽
培

の
た
め
、
こ
れ
か
ら
が
繁
忙
期
。
ま
た
、
ニ
ラ
も
約
八
㌃
栽
培
。
販
路
を
確
保
し
、
栽
培

面
積
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　「
農
業
は
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
り
た
い
だ
け
で
き
る
た
め
、
と
て
も
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
日
新
小
学
校
で
田
植
え
の
体
験
学
習
を
手
伝
う
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
日
吉
地
域
の
自
営
者
ク
ラ
ブ
の
副
会
長
を
務
め
て
お
り
「
秋
祭
り
花
火
大
会
」

や
「
産
業
祭
」
な
ど
仲
間
と
と
も
に
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
。「
秋
祭
り

で
は
、
警
備
や
後
片
付
け
な
ど
裏
方
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
十
一
月
に
開
催
さ
れ
る
産

業
祭
で
は
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
を
担
当
す
る
予
定
で
、
今

か
ら
交
流
が
楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
に
も
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
）
に
も
加
入
し
、
毎
月
一
回
の
定
例

会
で
交
流
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
二
石
さ
ん
。 

「
こ
れ
か
ら
も
好
き
な
農
業
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
少
し
で
も
地
域
の
た
め
に
力
に
な

れ
る
よ
う
に
、
仲
間
と
と
も
に
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た

い
で
す
」 

日吉町神之川（二潟自治会） 

二石　雅充さん〔24歳〕 
ふたついし　　 まさ　みつ 

櫨元　ヒロ子さん（69歳） 日吉町日置 

　農協婦人部の文化教室で「クラフト手芸」
を始めて６年目になります。クラフト手
芸は、紙バンドを使った手芸品で、買い
物籠や小物入れなどを作っています。教
室は、月に２回ほど。仲間と楽しく交流
しながら制作しています。「籠の制作は、
全体の形を整える作業が難しいですが、
それぞれ個性のある、世界に一つしかな
い作品が出来上がります」また「出来上
がった作品を友人に贈って喜ばれたとき
がうれしいですね」と櫨元さん。教室が
始まった当初は 13人だった生徒も、現在
31人。「これからも、たくさんの仲間と楽
しく続けていきたいですね」 

　
わ
た
し
の
夢
は
、
音
楽
関
係
の

仕
事
に
就
く
こ
と
で
す
。
わ
た
し

は
、
音
楽
を
聴
い
た
り
、
楽
器
を

演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
好
き

で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
ピ
ア

ノ
を
習
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い

ろ
な
曲
に
触
れ
る
こ
と
で
、
ど
ん

ど
ん
音
楽
が
好
き
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
わ
た
し
の
通
う
住
吉
小

学
校
で
は
、
合
唱
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
の
で
、
朝
か
ら
歌
声
が
響

い
て
い
て
楽
し
く
な
り
ま
す
。
み

ん
な
も
笑
顔
に
な
っ
て
と
て
も
い

い
雰
囲
気
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
わ
た
し
の
音
楽
に
対
す

る
あ
こ
が
れ
は
ど
ん
ど
ん
広
が
っ

て
い
ま
す
。 

　
音
楽
は
、
心
が
ち
ょ
っ
と
落
ち

込
ん
で
い
る
と
き
や
悲
し
い
と
き

な
ど
に
聴
く
と
元
気
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
そ
こ
で
将
来
は
、
音
楽

関
係
の
仕
事
に
就
い
て
、
み
ん
な

に
す
ば
ら
し
い
音
楽
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

　
も
う
す
ぐ
中
学
生
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
夢
を
か
な
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
今
は
、
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
毎
日
を
大
切
に
過
ご
し

て
い
き
た
い
で
す
。 

わ
た
し
の
夢 

住
吉
小
学
校
　
六
年
　
下
笠
　
ひ
か
り
さ
ん 

●葉ネギ栽培農家 

 

 

本庁から車で20分 
日吉支所から車で10分 

Access

し
も
か
さ 

　日吉地域の片町集落に、現在は平地になっていますが、
鹿児島塚と呼ばれた小さな丘があったとされる場所があ
ります。この一帯は戦国時代の古戦場で、鹿児島塚はそ
の戦いにゆかりのものであったと伝えられています 
　その当時、伊作（吹上地域南部）を治めていた島津忠
良（1492～ 1568）の息子の貴久（1514～ 1571）は、島
津本家の養子に入り、15代本家当主になりました。その
ことに、同じ島津一族の島津実久は激しく反対し、忠良・
貴久親子と争いになりました。 
　吹上地域北部を治めていた桑波田孫六は実久に味方し
ていました。天文２（1533）年３月、忠良は、孫六の本
拠地の南郷城を孫六の留守の時に攻略しました。孫六は
実久の援軍とともに、南郷城を取り返すために鹿児島塚
跡の付近に陣を敷きました。忠良は 50騎あまりの兵を
率いて敵の陣地に攻め、南郷城を守っていた貴久と敵を
はさみ討ちにしました。敗北した孫六は鹿児島へと逃げ
ました。 
　この戦いで戦死した人や馬、
武具などを埋めたのが鹿児島
塚だといわれています。 

はぜもと 

こ　はる 

橋口　小春ちゃん（７か月） 

父　賢一郎さん　母　美由貴さん 
（伊集院町徳重） 

せ   な 

野海　星那くん（１才４カ月） 

父　功匡さん　母　智子さん 
（伊集院町猪鹿倉） 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 
総人口　51,911人（△37） 

　男　　24,317人（△17） 

　女　　27,594人（△20） 

世帯数　22,488　（△11） 
11月1日現在 （　）は前月比 

「韓国南原市立国楽団日置市公演」 
　会場となった美山窯元祭りおよび伊集

院文化会館を訪れた観客は、韓国南原市

立国楽団による華麗な舞踊、澄んだ歌声

に酔いしれました。 

（「音楽に魅了され涙する観客も」 

P17関連記事） 

No.55 平成21年11月号 

発　行／日置市役所 
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TEL 099（274）2111

日吉支所 
TEL 099（292）2111

吹上支所 
TEL 099（296）2111 

 

話
し
合
い
活
動
で
融
和
に
満
ち
た
活
力
あ
る
地
域 

飯
牟
礼
地
区
公
民
館
（
伊
集
院
地
域
） 

▲伝統の棒踊り

▲榎園晃館長

▲地域内を探検中（ふるさと水土里の探検隊）

▲校区一周登山駅伝大会

自
治
会
（
飯
牟
礼
下
、
腰
、
善

福
、
飯
牟
礼
上
、
飯
牟
礼
中
、

古
城
、
恋
之
原
）
で
構
成
さ
れ
る
飯

牟
礼
地
区
公
民
館
。
地
区
内
に
は
、

分
譲
住
宅
や
公
営
住
宅
な
ど
も
建
ち

並
び
児
童
数
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
増

え
て
い
ま
す
。 

　
地
区
の
行
事
な
ど
は
、
各
専
門
部

を
中
心
に
そ
の
都
度
話
し
合
い
を
重

ね
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。 

統
芸
能
と
し
て
は
、
棒
踊
り
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
飯
牟
礼

下
（
鎌
踊
り
）、
飯
牟
礼
中
（
棒
踊
り
）、

飯
牟
礼
上
（
虚
無
僧
）
の
三
集
落
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
中
・
高
生
や
青
壮
年

が
毎
年
、
五
月
五
日
に
熊
野
神
社
に 

五
穀
豊
穣
や
家
内
招
福
を
祈
願
し
て

奉
納
さ
れ
ま
す
。 

月
に
は
、「
ふ
る
さ
と
水
土
里
（
み

ど
り
）
の
探
検
隊
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
地
域
を
歴
史
、
文
化
、
環

境
な
ど
の
面
か
ら
資
源
や
問
題
点
を

見
つ
け
よ
う
と
実
施
し
た
も
の
で
、

当
日
は
、
地
区
内
の
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
約
百
五
十
人
が
参
加
、
七

班
に
分
か
れ
て
歩
き
な
が
ら
地
域
内

の
「
良
い
と
こ
ろ
」
や
「
悪
い
と
こ

ろ
」
を
点
検
し
探
検
マ
ッ
プ
を
作
成

し
ま
し
た
。 

地
区
内
の
交
流
を
図
ろ
う
と
毎

年
、
三
世
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
実
施
。
今
年
は
、
八
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
校
区
一
周
登
山
駅
伝
大
会
は
今
年

で
四
十
回
目
。
こ
の
伝
統
あ
る
駅
伝

大
会
は
、
毎
年
一
月
の
第
三
日
曜
日

に
開
催
さ
れ
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。 

　
敬
老
会
も
地
区
全
体
で
飯
牟
礼
小

学
校
の
体
育
館
で
開
催
。
当
日
は
、

準
備
か
ら
司
会
ま
で
子
ど
も
た
ち
が

担
当
し
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。 

成
十
八
年
に
は
、
地
域
活
性
化

や
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
地
元
の
農
産
物
販

売
所
「
ふ
れ
あ
い
館
」
が
オ
ー
プ
ン
、

大
勢
の
方
が
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
求

め
て
訪
れ
ま
す
。 

か
ら
飯
牟
礼
地
区
は
、
ま
と
ま

り
が
あ
り
、
小
学
校
と
公
民
館

活
動
の
交
流
を
軸
に
全
員
が
協
力
し

合
う
体
制
が
伝
統
的
に
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
教

育
、
文
化
、
福
祉
、
産
業
の
振
興
を

図
り
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め

た
い
で
す
。 

七 伝 

八 

地 

平
　
　 

昔 

市の面積　253.06㎞2

飯牟礼地区公民館 
（伊集院地域） 

　
伊
集
院
駅
か
ら
南
へ
約
三
㌔
㍍

に
位
置
す
る
飯
牟
礼
地
区
は
七
自

治
会
で
構
成
さ
れ
、
平
成
二
十
一

年
十
一
月
一
日
現
在
で
四
百
四
十

一
世
帯
千
百
四
人
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。 

　
飯
牟
礼
台
地
の
ほ
と
ん
ど
は
茶

畑
で
、
四
季
を
通
し
て
緑
が
美
し

く
、
東
部
に
は
、
遠
く
桜
島
が
望

ま
れ
、
騒
音
の
無
い
空
気
の
き
れ

い
な
地
域
で
住
環
境
と
し
て
、
と

て
も
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

今月の 
表　紙 

い
い
　
む
　
れ 

なもんし 




